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平城京（710－784）は、現在の奈良市と大和郡山市にまたがる古代の首都です。
唐（中国）の長安城を手本に、大小の道路で碁盤目状に区画しました。
平城宮は都の中央北端にありました。
平城京の正門である羅城門から平城宮の正門である朱雀門まで約75メートル幅の朱雀大路が通じ、
そこには柳や槐

えんじゅ

を植えて街路樹としていました。
人口は10万人ほどと考えられており、
約6,500人が平城宮につとめた官人でした。
当時の日本の総人口が推定600万人。現在の20分の1ですから、平城京は巨大都市だったといえるでしょう。
奈良時代の歴史を知る上で、この平城京と平城宮の調査研究は欠かすことができません。
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カンボジア：アンコール遺跡群内西トップ遺跡
　奈良文化財研究所が調査修復事業を進めてい
る西トップ遺跡では、現在、中央祠堂の修復を
おこなっています。中央祠堂外装材の砂岩を解
体したところ、内側からラテライトと呼ばれる
石材で構成された基壇を新たに検出しました（写
真中央）。
　この調査により、ラテライト基壇が先に構築
され、その後にラテライト基壇をまるごと覆う
形で砂岩基壇が増築されたことが判明しました。
　2019年12月には奈文研カンボジア事業25周年
式典を挙行しました。今後もアンコール遺跡の
保護に向け、引き続き調査・研究を続けていく
予定です。
　写真は西トップ遺跡を北東から撮影したもの
です。

Cambodia: Western Prasat Top, Angkor Site Group

At Western Prasat Top, where the Institute has 
been carrying out investigations and restoration 
work, at present restoration is being conducted on 
the central shrine. Upon dismantling the sandstone 
used as the outer dressing material for the central 
shrine, on the interior a podium comprised of later-
ite as the material was newly discovered (at center in 
the photo). 

Based on this investigation, it became clear that 
the laterite podium was built � rst, after which a sand-
stone podium was added by entirely covering over 
the laterite structure.

In December 2019 a commemoration was held 
for 25th anniversary of the Institute’s Cambodian 
project. Investigations and research are planned to 
continue in the future as well, for the preservation of 
the Angkor site.

� e photo was taken of Western Prasat Top from 
the northeast.
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